
























































































































25ピンコネクタ V．24 V28 Vシリーズ
！5ピンコネクタ X。21 V．11 Xシリーズ
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200 300 1，200 2，400 4β00 9，600 備　　　　考
発呼 3 3 3 3 4 5














































ウィンドウサイズ 1 2 3 4 5
RRパケット返送条件＊ 0 0 1 2 3
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ベーシック手順端末装置やハイレベル手順端末装置のように，PADが一般端末装置からの送信を
手順により止められるものについてはデータが紛失するようなことはないが，デリミタ端末装置で
は受信を止めることができないので，データが紛失し切断となってしまうことが起こりうる。この
ため，PTがデリミタ端末装置と通信する場合，できるだけ早く受信可パケットまたは，データパ
ケットによって応答を返すか，あるいはユーザ側での紛失の監視が必要である。
1．6　X．25インタフェース
　CCITT（国際電信電話諮問委員会）勧告X．25は，パケット形態端末装置のインタフェースに
ついて規定したもので，
　　レベル1：電気的・物理的条件
　　レベル2：リンクレベルプロトコル
　　レベル3：パケットレベルプロトコル
の3っのレベルについて基本的仕様を定めている（これらはOSIのレイヤ1～3に相当する）。こ
れまでにパケット形態端末装置のインタフェース条件については説明したが，まとめの意味で
X．25インタフェース条件について説明する。
　（1）電気的・物理的条件
　電気的・物理的条件は，直通回線および回線交換回線を使用する場合に必要となる，X．21およ
びX．2ユbisと同じ条件となる。
　（2）　論理的条件
　論理的条件については，
分けることができる。
“フレーム制御レベル”と“パケット制御レベル”のインタフェースに
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図6　フレーム形式とパケット形式の関係
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　フレーム（リンク）制御レベルのインタフェースはパケット形態端末装置（PT）とパケット交
換（PS）網間のフレーム伝送の手順について規定したもので，　ISOのハイレベルデータリンク制
御（HDLC）の平衡形手順クラスに相当する手順である。
　パケット制御レベルのインタフェースはフレームの伝送によって送受信されるパケットの形式
や，パケット交換網を介して接続される端末相互間のデータの送受信手順を規定している。転送す
べきデータに対するフレーム制御レベルで規定するフレームとパケット制御レベルで規定するパ
ケットの関係を図6に示す。
　本稿は渋井二三男監修，電気通信技術者「端末設備の接続のための技術．1を加筆修正したもので
ある。
